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内容；園芸作物，特に果樹は幼若期間が長く，播種か

ら開花・結実まで非常に長い時間がかかります．した

がって，新たに交配して得た実生の花や果実の形質が

わかるまでかかる時間も長くなります．そういった欠点

を，DNAマーカーを利用した早期判別法や遺伝子導入

による幼若期間の短縮といった手法を用いて改善して

いく研究を進めています．

また，栽培技術や分子生物学的手法を用いて，園芸

作物の開花期の判定や制御を行う技術の開発も目指

しています．

さらに，附属フィールド科学センターという立地を生か

して山形の在来作物の収集・維持にも取り組んでいま

す．

山形大学農学部
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甘果オウトウの自家和合性判別DNAマーカー
S4 ：自家不和合性 S4’ ：自家和合性突然変異

開花期のブルーベリー
（左）とビバーナム‘ス
ノーボール’（右）

接ぎ木1ヵ月後に開花した，花成制御
遺伝子導入セイヨウナシ

カンキツから単離し
たFT遺伝子を遺伝

子組み換えによりセ
イヨウナシに導入（拡
大図）
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